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会 議 録 

 

１ 会議名 

 令和５年度第２回三和区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

（１）報告事項（公開） 

・地域自治の推進に向けたヒアリング調査について 

（２）その他（公開） 

  ・三和区地域福祉推進委員の推薦について 

３ 開催日時 

  令和５年５月３０日（火）午後６時３０分から午後７時１０分まで 

４ 開催場所 

  三和コミュニティプラザ ３階 多目的ホール 

５ 傍聴人の数 

  ２人 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者（傍聴人を除く。）氏名（敬称略） 

・委 員：飯田英利、池田輝幸、江口晃、小山田幸雄、金井茂康、小林則子、髙橋鉄雄、 

田辺敏行、冨村広文、星野幸雄、松井隆夫、松栄由里、宮澤克己、森由美 

（１４人中１４人出席） 

 ・事務局：三和区総合事務所 岩﨑所長、中村次長、丸田市民生活・福祉グループ兼教 

育・文化グループ長、小山地域振興班長、渡辺主任 

８ 発言の内容（要旨） 

【中村次長】 

・会議の開会を宣言。 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半数以上の

出席を確認、会議の成立を報告。 

・同条例第８条第１項の規定により、議長は会長が務める。 

【髙橋会長】 
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 ・挨拶 

【髙橋会長】 

会議録の確認について、５番の金井委員に依頼する。 

「３ 報告事項」に入る。「（１）地域自治の推進に向けたヒアリング調査について」事

務局の説明を求める。 

【小山班長】 

 ・資料№１「地域自治の推進に向けたヒアリング調査について」により説明 

【髙橋会長】 

特段なければ、この件に関してはこれで終了させていただく。 

【髙橋会長】 

次に、「４ その他」「（１）三和区地域福祉推進委員の推薦について」事務局の説明を

求める。 

【小山班長】 

  社会福祉協議会から地域協議会として１名推薦していただきたい旨の依頼がきた。こ

れまで、会長が充て職として委員になっていただくことになっており、前回も髙橋会長

が委員となっている。委員の推薦をお願いしたい。 

【髙橋会長】 

  特段なければ、私が引き続き委員を務めたいと思う。なお、会議に出席した際には、

皆さんにその内容等を報告したい。 

【髙橋会長】 

次回の開催日について決定する。 

【中村次長】 

 次回は、６月１４日に開催する第２回小学校統合に関する住民説明会について報告す

る予定である。事務局案としては、６月２９日（木）、開会時間は午後６時３０分からを

考えている。 

【髙橋会長】 

・日程調整 

・６月２９日（木）、午後６時３０分からに決定 

【髙橋会長】 

その他として、私の方からお願いしたい。この度、金井委員が三和村土地改良区の理事
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長になられたので、報告させていただく。 

【金井委員】 

・挨拶 

【髙橋会長】 

松井委員が来月７日から５日間、コミニティプラザのホールで上越魚沼地域振興快速

道路の工事に関わる写真などを展示されるので、時間があればぜひ皆さんも観ていただ

きたい。 

【松井委員】 

・挨拶 

【髙橋会長】 

次に、小林副会長から出席した会議の報告をお願いする。 

【小林副会長】 

・５月１１日（木）、午後６時３０分から開催の三和区振興会理事会の審議内容について

報告 

【髙橋会長】 

次に、池田委員からお願いする。 

【池田委員】 

昨日、さんわ祭りの実行委員会に実行委員として出席した。そこで、キバナコスモス

の種を入れた袋を用意し、昨年に引き続き、今年も三和区をキバナコスモスでいっぱい

にしようという運動を行うので、ご協力いただける方は、道路から見える位置に蒔いて

ほしい。そして、さんわ祭りの会場もキバナコスモスで飾れないかといった提案をさせ

ていただいた。その辺は、実行委員会全体で決まると思うが、できれば、三和の中でど

こを走っても見れるような形にしていきたいと思っている。 

【髙橋会長】 

いずれにしても、今いる我々、特に子ども達がずっと記憶に残る、そんな祭りにするた

めに、我々もみんなで協力していきたいと思うのでよろしくお願いする。 

ほかに委員の方で発言があればお願いしたい。 

【松井委員】 

池田委員の提案について、様々な兼ね合いもあると思うが、桜の木が植わっていない

道路側の土手沿いで検討してみたらどうか。 
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【松栄委員】 

三和区地域福祉推進委員に会長が再任されるということであるが、三和区地域活動福

祉計画という素晴らしい計画を、その方達が具体的にどういう風に、どういう話合いを

して作られたのか教えてほしい。 

【髙橋会長】 

非常に時間をかけて丁寧な作り方をした。委員は最初１０人程度だったが、福祉計画

を実行する委員を募集した結果、倍くらいの人数が集り、グループに分かれて、例えば、

人づくりはどんな風にしたらいいだろうかとか、そのようなアクションを重ねながら、

ようやく実行する方向になってきた。具体的にはこれからである。 

公開されているが、今、我々が取り組んでいる地域活性化とすごく似たようなところ

があるので、把握しながら協議を進めていければという感じがある。 

【松栄委員】 

私たちが今、実施したい幾つかの具体的な地域おこしのアイディア出し、そして、どこ

の団体と連携するのかについて検討しているが、同じようなやり方でこの計画を作られ

たのか。 

【髙橋会長】 

結果的には似た感じになっているが、手法は全く違っており参加者も違っている。社

会福祉協議会が中心であるが、地域活動福祉計画は福祉がコンセプトであり、あくまで

もその柱は崩さない。我々が行っているのは、福祉はもちろん、自然や環境保護も含めた

もう少し幅の広いものであるということを理解していただければと思う。 

【小山田委員】 

三和区振興会の総会で初めてパンフレットを見せてもらったが、振興会が５年度以降

の活動の中で、その計画に関わっていくというような文言がでていた。計画の内容は多

岐に渡り、総花的であったように思うが、その中で私が気になったのが、計画には地域お

こしに絡むようなことが一杯散らばっていた。非常にいいことだとは思うが、何となく

私たちが行っていることとリンクしているような気がして、別にそれぞれで行って構わ

ないとは思うが、もう少し広く周知する作業があってもいいのかなという感じがした。

たまたま、振興会の総会の時にパンフレットが入っていて、それを見た時に、「ここまで

やっているのか」ということと、それを具体的に落とし込んでいくには、かなり汗をかか

ないとできないのではないか。我々地域協議会がどう絡んでいくのか、振興会もそうい
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うことに絡んでやっていこうとしている中で、これがうまくいけば大変いい活力になる

と思った。 

【松井委員】 

社会福祉協議会が今回出す折り込みの素案的なものを見させてもらう機会があった。

小山田委員が言われたように、少し総花的ということと、主体性が少し違う面もあると

いう気がした。あまりにも多岐に渡りすぎている内容だとは感じていた。 

【髙橋会長】 

各団体の方々が代表で出られるところもあるし、あるいは福祉計画実行委員というこ

とで、多岐に渡った方々が参加されて、とにかく福祉という大命題のもとでどんなこと

に今困っているのか、その中には当然ながら人との関係や、多少は自然環境を大事にし

たいというのも出てくるだろうが、出すだけだして、それから整理して向かっていこう

ということである。そして、誰がやるかというのが一番の問題になるが、皆さんからは

様々な意見が出ている。それをこれから整理しながら、確実にそれを実行していくとい

うことで、当然ながら、地域協議会とも連携を取りながらやっていかなくてはならない

部分も出てくるかもしれない。 

そういう捉え方で見ていただきたいと思うし、この福祉計画の中には、 参加されてい

る皆さんの思いが詰まっていることだけは事実であり、「なにかいっぱいるね」と言われ

ることもあるが、いっぱいあって私は逆に当然だと思う。 

【飯田委員】 

民生委員という立場でその資料を拝見させていただいたが、地域のお年寄りや体の不

自由な方などに対し集中的に協力していくという説明があったし、私もそのとおりであ

ると思っている。そして、その資料は、各種団体ごとに渡され、そこで揉んでいるもの

だと理解している。 

【岩﨑所長】 

  社会福祉協議会の関係であるが、総合事務所長もその委員の 1 人として構成されてい

る。所長になって初めて今度会議に出席させてもらうが、 私の理解の中では、地域福祉

というとやはり広くなってしまう。いわゆる住民の幸せのために何をやったらいいかと

いうような、広い観点でいろいろな議論が進んでいる。一方で、地域協議会で作成した

地域活性化の方向性も、地域活性化と地域福祉がどう違うのかと言ったら、やはり重な

る部分があると思う。そうした時に、先ほどから話が出ているとおり、誰が何をやるの
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かというところで、当然、この２つの議論の中で重なってくる部分があるので、それは

総合事務所長も地域協議会の会長も検討会メンバーの一員なので、最終的に三和区がど

うやったら良くなるのかという調整役として努める。計画の内容については、適宜また

皆さんにご報告させていただきながら進めていきたいのでよろしくお願いしたい。 

もう 1 点、井ノ口の橋の件について、早く総合事務所の方で動かなくてはいけなかっ

たが、 地元市議会議員から関係機関や関係者を集めていただき、現場立会いを連休明け

に行った。メンバーは道路管理者の新潟県と上越市職員、あと地元の町内会長と総合事

務所職員、そして中学校の校長先生からも来ていただき、自転車の通学の状況も確認し

ながら危険性や対応案について話をした。  

今、歩道が狭くなっているところから東の方の交差点を過ぎた先まで、歩道を３００

メートルくらい延長してほしいという地元要望が県の方に要望書として出ている。ただ、

道路改良や橋を作ると莫大な予算が必要なので、なかなか採択にはなっていないという

状況が分かった。それで、とりあえず今できる安全対策は何かということで知恵を出し

合い、橋のところの線をもう少し分かりやすく引くとか、丁字路になっている部分に停

止線を引いたらどうかとか、グリーンラインを引いたらどうかだとかを協議し、当面そ

ういった安全対策の方を行うということで話し合いを進めており、学校要望として今説

明したラインを引くような形で挙げている状況である。 

【髙橋会長】 

早速、聞く力を発揮していただき、本当にありがたい。 

他になければ、以上で本日の地域協議会を終了する。 

【小林副会長】 

・挨拶 

・会議の閉会を宣言 

９ 問合せ先 

  三和区総合事務所 総務・地域振興グループ TEL：025-532-2323（内線 215） 

                       E-mail：sanwa-ku@city.joetsu.lg.jp 

１０ その他 

別添の会議資料も併せてご覧ください。 


